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研究成果の概要（和文）：経口抗がん剤は入院の必要がなく患者自身が自らの生活の中で自分らしさを守りなが
ら治療できる。一方で患者は医療者のいないところで副作用をはじめ様々な状況に自ら対処し生活全体をマネジ
メントしなければならない。そのため治療効果を十分に発揮するためには治療計画を遂行する良好なアドヒアラ
ンスが必要とされる。
今回我々は、患者をこれまでのように医療者が作成したプログラムに参加させ指導するのではなく、患者自身が
自分自身をマネジメントする専門家として参加するコンコーダンスの概念を基に支援プログラムを作成し、実践
及び介入することを目的とした。

研究成果の概要（英文）：Oral anti-cancer drugs do not require hospitalization and patients can treat
 themselves while protecting themselves in their own lives. On the other hand, the patient must deal
 with various situations, including adverse reactions, in the absence of medical staff and manage 
the whole life. Therefore, in order to sufficiently demonstrate the therapeutic effect, good 
adherence to carry out the treatment plan is required.
In this case, we created a support program based on the concept of concordance in which patients 
themselves participate as experts who manage themselves, rather than participating in and guiding 
patients in programs created by medical personnel , aimed at practicing and intervention.

研究分野：臨床看護学　がん看護学
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１．研究開始当初の背景 
抗ガン治療法の進歩により、経口抗がん剤
による治療が増加している。経口薬は静脈経
路の薬剤に比べ針で刺される痛みも恐怖も
ない。更には自宅で自分らしい生活を保った
まま治療を続けることができる。内服治療の
成功には、治療計画通りに服薬を行う事が
重要である。しかし内服治療は簡便である
にもかかわらず、WHO の報告では内服薬を
適切に服薬しているのは慢性疾患患者全体
の約 50％に過ぎないと報告されている 1）。
がん患者は再発や死への恐怖から治療の遂
行率が高いと考えられてきたが、決して良
好なものだけではないことが明らかになっ
た 2)。 
服薬管理は新しい課題ではない。1975 年
～2008 年頃迄は服薬指導では「患者コンプ
ライアンス」の概念が中心であり、ノンコ
ンプライアンスの背景にあるのは患者側の
怠慢だと考えられていた。しかしコンプラ
イアンス概念で乗り越えられない治療への
壁が存在することが明らかになり、2009 年
頃からは患者が自発的な協力によって治療
に参加する「アドヒアランス」という概念
が使われ始めた。本邦では、1980 年以降死
因の第一位であるがんは保健医療政策の大
きな課題であり、経口抗がん剤の増加によ
り、ここ数年内服管理に関する実践や研究
がアドヒアランスの概念を基本に増加して
いる。アドヒアランスを規定するものは治
療内容、患者側因子、医療者側因子、患者・
医療者の相互関係とされる。WHO はアドヒ
アランスに影響する要因として保健医療シ
ステム要因、社会経済的要因、治療要因、
疾患要因、患者要因の 5つを挙げている。 
自宅では患者は長期間の治療計画管理、副
作用対応、日常生活のコントロールなどを医
療者の支援を受けずに遂行しなければなら
ない。その中で最終的に薬を飲むのは患者自
身である。患者のモチベーションを維持し治
療遂行を支援するプログラムが重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、医療者の勧める治療に患
者が参加するアドヒアランスではなく、医療
者と患者がパートナーシップを構築するコ
ンコ-ダンスという概念を基に患者が自らを
管理・観察する専門家として参加する支援プ
ログラムを作成し実践及び介入効果を検証
することである。 
 
３．研究の方法 
（１）計画 
1）パイロット調査と本調査のためのプロ
トコール作成 
①内服治療を指導している医師、薬剤師（関
連する保険薬局を含む）、看護師への聞き取
り 
②患者への聞き取り 
③支援プログラム試案作成 

 
2）修正した項目での調査とプログラムの
実践と評価 
①支援プログラム試案を基に服薬に影響す
る因子の検討 
②協力施設での支援プログラムの実施 
③プログラム実施後のアウトカム評価 
④プログラム評価 
 
（2）実施内容 
①看護師及び患者・家族へのがん医療に関
する聞き取り 
 
４．研究成果 
この研究は２段階で実施する予定であった
が、第一段階の調査に関する調整が進まず、
また研究代表者の親族の介護などの状況が
発生し進捗が遅れた。本来研究期間の延長を
申請して遂行する予定であったが、所属施設
の手続きの不備が発生し、手続きができなか
った。そのため科研費での研究は中止となっ
た。今後は共同研究者と共に別途継続する。 
 
（1）地域住民の支援者としての医療者（特
に看護師）の認識について 
地域の中核病院の協力を得て、がんに対
する近年の治療の進歩や各医療専門職の役
割を紹介しつつ、医療の受給者である患
者・家族の意見を忌憚なく話し合うキャン
サー・ナーシング・カフェというイベント
を開催した。その中で来場者及び医療スタ
ッフから質問紙法によってがん医療に関す
る地域住民の認識などを調査した。 
質問紙は来場者 124 人中 104 人（回収
率 84％）から回答があった。この調査から
は、患者や家族が困ったことがあってもな
かなか話を聞いてもらえないという意見が
多く、医療者の基本的な「聞く姿勢」や「セ
カンドオピニオン」の体制がまだ不十分で
あると考えられた。看護師が相談者として
の役割を担っていることも十分には認識さ
れていないことが考えられた。 
スタッフ 60名（看護師、薬剤師、栄養
士、OT、PT、事務職員他）に対して行っ
た質問紙調査では 54名（回収率 90％）か
らの回答があり、イベント実施によって地
域住民への各職種の役割などの認知が高ま
ったと考えていることが分かった。 
今回各職種もそれぞれの役割に応じて
様々な取り組みを行っていた。しかし、患
者・家族の困りごとやパートナーとしての
患者・家族という認識はまだ十分でないこ
とが示唆された。 
 
（2）がん療養生活に影響を与えている因
子 
第 2回のキャンサー・ナーシング・カフ
ェではワールド・カフェ形式で得られた内
容から、参加者の発言記録を意味ある文節
でデータとして抽出しカテゴリー化を行っ



た。その結果治療法が進歩した現在でも、
患者・家族も看護師などの医療者も共にが
んに対しては「先の読めない治りにくい病
気」と捉えており、従来の研究とあまりイ
メージは変わっていなかった。このような
がん特有の受け止め方や対処方法、さらに
は医療環境の現状ががんに対する受領行動
の特徴に影響していた。 
 
（3）患者・家族がより良いがん医療を選
択できるための課題 
 第 3回のキャンサー・ナーシング・カフ
ェにおいてもワールド・カフェ形式で、参
加者の発言内容から質的に分析を行った。 
その結果、特に患者・家族が意思決定をス
ムーズに行うための情報提供が十分でない
と感じていた。そのため患者や家族にとっ
て、医師に指示されたがん治療を選択する
際にも様々な困難を招く要因となっていた。
医療者側は、様々なオリエンテーションや
説明を行っていると考えていたが、医療の
受給者目線の情報提供がなされていないこ
とが示唆された。特に院内の地域連携室な
どの相談窓口の存在を知らなかったり、知
っていてもどうやって利用したらいいかわ
からなかったり、生活時間帯の中で利用す
る時間を見つけられなかったりしていた。 
 
（4）服薬支援を含めたがんに関する地域
看護支援の課題 
平成 27～29 年にかけてキャンサー・ナー
シング・カフェ（以下 CNC）を計 4 回実施
した。アンケート内容から自由記載を中心
に、①参加者の意識と行動、②地域および
在宅におけるがん看護支援の課題、の 2つ
の視点で質的に分析した。 
それらの結果から、がん罹患者やその家
族はがん関連のイベントに関心があった。
一方で罹患していない来場者はあまり具体
的な関心が持てないでいた。患者・家族は
やはり、適切な情報提供を求めていた。 
 
（5）今後の課題 
過去の研究から、『患者は医学的な見地と正
反対の視点をもっており、患者の視点が薬を
飲むかどうかという意思決定に大きく影響
する』ということが述べられている 3）。患者
の好みや考え方行動パターンを考慮せず、医
療者の視点で処方が行われた結果ノン・アド
ヒアランスという問題が発生するといわれ
る。これは結局のところ医療者と患者・家族
との円滑なコミュニケーションが成り立っ
ていない結果である。我々の調査では医療者
側は、様々な手段で患者・家族に熱心に「説
明」を行っているが、その内容は患者・家族
求めているものというより、医療者が必要と
考えたものであることが多いことが分かっ
た。患者・家族がどのように病を受け止め、
治療に対してどのような望みと考え方を持
っているかを把握することが重要である。ま

た、我々の調査では情報提供する「タイミン
グ」も非常に重要であることが示唆された。
治療経過に沿って変化するのは体調だけで
はない。体調に沿って日常生活の行動パター
ンは変化し、患者の変化は家族の行動パター
ンにも影響を及ぼす。その時々の状況に合わ
せた情報提供が必要である。 
このように医療者が的確な情報提供を行う
ためにも、患者・家族がどのような望みを持
っているのか患者自身を自らの専門家とし
て共にディスカッションし、患者の視点が医
療者の視点とどのようにずれがあるのか、医
療者のどの情報が患者の行動に影響を及ぼ
すのかを探る支援システムの構築が重要で
ある。 
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